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スプライシングパターンを網羅的に解析した。長さが 3～15 ntの 1492個のマイクロエクソンの中から、大腸
癌組織と大腸正常組織とでスプライシングパターンが大きく変化する 17個 (1％) のマイクロエクソンを同定
した。Gene ontology解析の結果、これらのマイクロエクソンをもつ遺伝子は細胞接着と遊走に関わる遺伝子
であることが明らかになった。マイクロエクソンの周辺の RNA配列を用いた RNAモチーフ解析および RNA結合
タンパク質データベースの解析、ならびに shRNA による発現抑制実験と cDNA の過剰発現実験により、大腸癌
細胞でマイクロエクソンのスプライシングを制御するスプライシング因子 RBFOX2 と PTBP1 を同定した。CLIP
解析の結果、RBFOX2 と PTBP1 はマイクロエクソンの周辺のイントロンに直接結合していた。最後に、大腸組
織検体を用いた RBFOX2と PTBP1の発現量解析を行い、大腸正常組織に比べて、大腸がん組織で RBFOX2は発現
量が低下し、PTBP1は増加していた。以上の結果から、RBFOX2と PTBP1の発現変化は、マイクロエクソンのス
プライシングの制御を通して、大腸癌細胞の細胞接着能および遊走能に影響を与えていると考えられた。 
 
